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にじゅうむらごう

　太田洞門の濁沢出口の
道路脇に高さ約1.4メートル
の二十三夜塔と勢至菩薩、
双体道祖神が並ぶ。
　自然石に雄渾な文字で
「二十三夜」と刻まれ、「文
政十（1827）」とあり、勢至
菩薩も同時期の作と思わ
れる。ほほえむような瞑想す
るような神秘的な表情の菩
薩だ。
　双体道祖神は徳利と酒
器を持つ祝言型。

　白山神社の下に、多くの石仏・石塔が並ぶ。
　中央の地蔵が濁沢では最も古い石仏といわれ、
紀年はないが、元文五（1740）年頃の造立らしい。
　（菊入喜三郎氏から聞き取り）
　「みざる、きかざる、いわざる」の三猿を刻んだ庚申碑、舟形光背の
祝言型双体道祖神、寒念仏供養塔などが並ぶ。
　また、白山神社境内には、二鳥二猿が刻まれた青面金剛が祀ら
れている。

　虫亀から旧榎街道を濁沢方向に進むと、左手の大木の下に二十
三夜塔、六地蔵と如意輪観音が並んでいるのが見えてくる。
　二十三夜塔には、文政四（1821)年の紀年と願主五名の名が刻
まれている。中央の如意輪観音は、厚肉彫りの見ごたえのあるもの
で、宝冠や持物にも繊細な彫りが施されている。

　右の像には全体に赤く着
色した跡が残り、光背に日
輪と月輪、台座部分に二鳥
三猿が彫られている。
　童子の姿といわれる青面
金剛だが、左側の小ぶりの
像は短い着衣から二本の
足をのぞかせており、まるで
幼子の佇まいだ。

　手を繋ぐ男神と女神、女神
の衣には赤く彩色跡が残る。
　昔は道路沿いに置かれ、
そばの紅葉の枝を左手のみ
で輪に結べると、恋愛が成就
する縁結びの神とされていた。

　中山集落の入口に、自然石の大きな二十三夜塔がある。
「嘉永四（1851）年造立、営所若連中」とある。両脇に緑の苔
に覆われた青面金剛と勢至菩薩が並ぶ。
　中山では毎年七月二十三日に、「さんよさま」の行事がある。
塔までの路に子供らがろうそくを並べ、５メートルもの旗が立
ち、集落中の老若男女がお参りに集い宴が催される。
　江戸時代に盛んであった、二十三夜に講中が集い、勧行・
飲食をしながら、真夜中の月の出を待つ「月待ち」の行事が、
五穀豊穣を祈る集いの場として今も継承されている。

　観音堂のそばに
「おかのえ様」と呼
ばれる青面金剛が
立つ。
　手足が長く、写
実的、人間的な像
容をとり、右手には
蛇を握っている。
　青面金剛の持物
に決まりはなく、一
般的には弓矢、鉾、
輪宝、羂索など。蛇
を握る姿は山間地
でよく見られる。

　首沢の入口に、地蔵堂がある。
　堂では、地蔵講が行われ、集落の人々が集う
場であった。
　堂の左脇に、十一面観音、薬師如来、道路
側に如意輪観音、不動明王などが並ぶ。十一
面観音は、自然石に丸く観音が抜き彫りにされ
ている像高約１．５メートルの堂 と々したものだ。

　観音堂の脇に大岩があ
り、そばに薬師如来が立つ。
　かつて、この大岩の上に
二体の薬師如来が置かれ
ていた。
　コレラかチフスといった
疫病がこの地で大流行し、
大勢の子供達が犠牲に
なった時に、これを鎮めよ
うと二体の観音像を置い
たのではないかといわれ
ている。
　残念ながら、一体は行
方不明となっている。
　（広井忠男氏調査）

　県道の「頌街道」碑の立
つ交差点を山側へ曲がると、
数体の石仏・石碑が並び、そ
の中に子を抱く地蔵が座し
ている。夜泣きや疳の虫の
子を持つ母親達が参詣した
という。

　像高約1.3メートル、台座に
願主七名の名と「嘉永五
（1852）年」と紀年がある。
　いつも、花やろうそくが供え
られており、地域で大切に守
られている。

　長岡市太田、山古志、小千谷市東山、川口町北部の一帯は、
かつて「二十村郷」と総称されていました。二十余の村があった
からとか、一度なくなった村を再び起こしたから二重村というと
か、いくつか伝承がありますが定かではありません。
　この山あいの地に、先人達は多くの石仏を残しました。野や
山に残る民衆の信仰の所産と向き合うと、この地に生きた人々
の苦悩や願いの一端が感じられるような気がします。それは、
後世の私達へ何かを伝えようとしているのかもしれません。

　高さ1.３メートル、幅１.１
メートルの大きな板碑に、六
地蔵と如意輪観音が刻まれ、
「施主人若者中」とある。
　虫亀の人々は、この六地
蔵へのお参りをかかさない。

　諏訪神社の境内に、兜を被り、右手に幡、左手に
宝珠を持つ「勝軍地蔵」が祀られている。
　勝軍の守護神として武士階級の信仰を集めた地
蔵だが、火除けの神とされる愛宕権現の本地仏でも
あることから、「火伏」と呼ばれ、防火の神としても崇
められた。

　蓬平から奥の院へ向かう途中に五～
六体の石仏・石碑が並ぶ。上を見上げる
と、枝を広げた「丸杉」と呼ばれる樹齢数
百年といわれる大杉が見える。
　尾根道を歩いて往来した頃、人々は
この大杉を目指した。道沿いに、道中の
安全を祈る石仏が並んでいたが、自動
車社会への移行で人が通わなくなり、昭
和四十年代に現在の地に移された。双
体道祖神、不動明王、如意輪観音、地
蔵が並ぶ。

❸❹白山神社の石仏群

❷太田洞門出口

❼丸杉下の石仏群

❷青面金剛二体

❸六地蔵と如意輪観音　二十三夜塔

❻首沢集落入口 石仏群 ❶中山の「二十三夜塔」❹薬師如来 ❸青面金剛 ❹火伏（勝軍地蔵）❺子安地蔵❻双体道祖神❼一石六地蔵❽村の中の大地蔵

洞門出口付近の駐停車は危険です。太田入口バス停脇の駐車場をご利用ください。
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